
日本共産党船橋市議団ニュース
２０１6年８月　No.21５
日本共産党船橋市委員会
船橋市二和東 6ー 41ー 20
TEL.047（440）5240
市議団控室【船橋市役所内】
TEL.047（436）3030
FAX.047（420）7201

弁護士と議員が相談を受けます
労働相談も受けています

８月23日（火）
９月14日（水）
中央公民館
（部屋は１Ｆ入口案内板に掲示）

船橋市議団
☎ 047(436)3030

要
予
約

午後１時
　   ～４時

3,497
823と　き

ところ
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船
橋
市
議
会
第
2
回
定
例
会
（
5
月
25
日
～
6

月
27
日
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
2
園
（
本
町
保
育
園
、
海
神
第
一
保
育

園
）
の
建
て
替
え
に
関
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
園
舎
の
跡
地
に
も
新
た
に
保
育
園

を
整
備
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

要
支
援
１
・
２
の
方
を
介
護
保
険
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
対
象
か
ら
外
し
、
専
門
性
の
な
い
安
上

が
り
の
サ
ー
ビ
ス
に
移
す
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
条
例
改
定
案
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産

党
は
「
保
険
料
を
強
制
徴
収
し
な
が
ら
介
護
保
険

第２回定例会

市
民
要
求
か
か
げ
論
戦

保
育
園
用
地
確
保
、
介
護
軽
度
者
外
し
中
止
求
め
る

サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
せ
な
い
と
い
う
の
は
保
険
制
度

の
あ
り
方
に
も
反
す
る
」
と
追
及
。
先
行
自
治
体

で
様
々
な
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
実
態
も
示
し
、

「
大
改
悪
を
中
止
し
、
全
て
の
要
支
援
者
に
少
な

く
と
も
従
来
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
日
本
共
産
党
を

除
く
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
日
本
共
産
党
は
、
防
災
対
策
の
見

直
し
、
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
中

止
、
就
学
援
助
の
改
善
、
学
校
給
食
の
無
料
化
、

子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
検
査
費
助
成
な
ど
多
く
の

市
民
要
求
を
取
り
上
げ
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

就
学
援
助
制
度
は
、
小
中
学

生
が
い
る
家
庭
で
経
済
的
困
難

が
あ
る
と
き
、
就
学
に
か
か
る

費
用
を
市
が
援
助
す
る
制
度
で

す
。
入
学
時
に
は
準
備
金
と
し

て
小
学
校
2
万
4
7
0
円
、
中

学
校
2
万
3
5
5
0
円
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

で
は
ラ
ン
ド
セ
ル
、
制
服
な
ど

入
学
時
の
準
備
に
は
全
く
足
り

ま
せ
ん
。
支
給
も
7
月
に
な
っ

て
い
る
た
め
立
て
替
え
が
必
要

で
す
。

　

市
独
自
の
上
乗
せ
支
給
と
、

就
学
前
の
2
月
か
ら
3
月
初
め

の
支
給
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
市
は
「
実
施
し
て
い
る

他
自
治
体
を
参
考
に
、
今
後
の

課
題
と
し
て
研
究
し
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
2
0

1
0
年
に
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
費
を
支
給

項
目
に
加
え
て
い
る
の
で
、
当

市
で
も
来
年
度
か
ら
支
給
す
る

よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
学
校

現
場
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
こ

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
考
え
て

ま
い
り
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

就
学
援
助
制
度

｜

基
準
内
容
や

支
給
金
額
は
実
態
に
合
っ
た
も
の
に
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3
月
議
会
で
強
行
さ
れ
た
図

書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
あ
わ
せ
て
、
図
書
館
の
資
料

収
集
方
針
が
こ
っ
そ
り
と
改
悪

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
旧
基
準
で
は
「
図
書
館

の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」
の
立

場
を
尊
重
し
て
収
集
す
る
、
と

い
う
条
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣

言
と
い
う
の
は
、
「
図
書
館
は
、

権
力
の
介
入
ま
た
は
社
会
的
圧

力
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

知
る
自
由
を
も
つ
国
民
に
資
料

と
施
設
を
提
供
す
る
」
こ
と
な

北部地域の憩いの場
　1994年4 月、住宅都市整備公団（当時）の調整池が整備

され、市に移管されたもの。小室公園の一部として開園

されました。調整池の周囲は四季折々の草花が咲き、渡

り鳥や大きな鯉などの泳ぐ水面も眺められます。

船橋再発見

ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

方
針
で
は
こ
の
条
文
が
削
ら

れ
、
新
た
に
「
社
会
的
動
向
に

十
分
配
慮
し
た
上
で
」
と
い
う

条
文
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

社
会
的
動
向
と
は
「
政
権
批

判
の
図
書
な
ど
は
選
ば
な
い
」

と
す
る
運
用
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
条
文
は
元
に
戻
す
べ

き
で
す
。

　

こ
の
収
集
方
針
は
、
指
定
管

理
者
の
募
集
要
項
に
組
み
込
ま

れ
、
船
橋
市
図
書
館
の
大
改
悪

が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

戦
争
法
の
陰
で

図
書
館
は
情
報
操
作
の
場
に
!?

　

市
長
は
、「
海
老
川
上
流
部

の
区
画
整
理
事
業
」
を
進
め
た

い
と
い
う
意
向
を
し
め
し
、
議

会
で
も
注
目
さ
れ
、
警
戒
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は

４
０
０
～
５
０
０
億
円
も
の
公

費
負
担
が
必
要
と
も
想
定
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

区
画
整
理
事
業
と
は
、
土
地

所
有
者
の
持
っ
て
い
る
土
地
の

一
部
を
提
供
さ
せ
「
減
歩
」
す

る
と
い
う
手
法
で
公
的
な
土
地

利
用
の
用
地
を
生
み
出
す
と
い

う
の
が
特
徴
で
す
。
成
功
し
た

例
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、

失
敗
し
、
自
治
体
に
赤
字
穴
埋

め
の
負
担
を
求
め
て
き
た
例
も

あ
り
ま
す
。

　

海
老
川
上
流
部
で
の
区
画
整

理
事
業
は
、
最
初
に
「
組
合
設

立
準
備
会
」
が
発
足
し
た
の
が

20
年
前
の
１
９
９
６
年
で
、
途

中
で
「
業
務
代
行
予
定
者
」
が

撤
退
す
る
な
ど
、
成
功
す
る
の

か
さ
え
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
市
の
大
き
な
関
与
」
が
な
け

れ
ば
成
功
で
き
な
い
可
能
性
が

高
い
の
で
す
。

　

そ
の
「
大
き
な
関
与
」
と
し

て
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
移
設
を
中
心
と
し

た「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
」

と
い
う
「
煙
幕
」
で
す
。
巨
額

の
公
費
負
担
で
、
市
民
の
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の

無
い
よ
う
に
、
監
視
が
必
要
で

す
。

巨
額
の
公
費
負
担
と
も
な
う

海
老
川
上
流
地
域
の

「
区
画
整
理
事
業
」

ど
う
す
る

つ
も
り
？
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若
者
を
く
い
も
の
に
す
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
中

高
生
に
労
働
法
や
労
働
組
合
に

つ
い
て
具
体
的
に
教
え
る
よ

う
、
議
会
で
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
市
立
中
学
・
高
校
で

は
社
会
科
や
公
民
的
分
野
で
学

習
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
教
科
書
に
は
簡
単
な

記
述
や
絵
が
示
さ
れ
て
い
る
だ

　

5
月
、
千
葉
県
は
新
た
な
地

震
被
害
想
定
を
発
表
し
ま
し

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3

の
首
都
直
下
地
震
が
千
葉
県

北
西
部
を
震
源
に
起
き
る
と
、

船
橋
市
の
最
大
避
難
者
数
は

13
万
5
8
0
0
人
、
全
壊
建
物

け
で
、
実
践
的
な
学
習
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

 

ま
た
市
は
、
「
県
立
高
校
の
指

導
内
容
に
つ
い
て
市
教
委
か
ら

意
見
を
言
う
立
場
に
は
な
い
」

と
も
答
え
ま
し
た
が
、
必
要
な

意
見
は
積
極
的
に
言
う
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

今
後
も
こ
う
し
た
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策
　

授
業
で
労
働
法
を
具
体
的
に

　

船
橋
市
で
は
、
地
域
の
高
齢

者
が
相
互
に
親
睦
を
深
め
る
た

め
の
施
設
と
し
て
、
「
老
人
憩

い
の
家
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
民
間
の
住
宅

を
借
り
上
げ
て
設
置
し
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
改
修

2
万
4
8
0
0
棟
、
火
災
に
よ

る
消
失
9
4
0
0
棟
、
火
災
に

よ
る
死
者
4
7
0
人
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

 

熊
本
地
震
も
踏
ま
え
、
防
災

対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。

【略称】　共産 =日本共産党　公明 =公明党　清風＝船橋清風会　新成＝新成　自民＝自由民主党　市政＝市政会　
        市民＝市民社会ネットワーク　民進＝民進党　研政＝研政会 

「
老
人
憩
い
の
家
」

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
補
助
を
検
討

急
が
れ
る
「
法
整
備
」

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
火
災
無
く
す
た
め
に

　

昨
年
（
２
０
１
５
年
）
12
月

18
日
に
、
船
橋
市
三
番
瀬
海
浜

公
園
近
く
の
潮
見
町
で
、
大
規

模
な
ス
ク
ラ
ッ
プ
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
火
は
30
時
間
近
く

も
燃
え
続
け
、
猛
烈
な
黒
煙
が

吹
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

船
橋
市
で
は
、
同
じ
よ
う

な
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
火
災
」
が
10

年
間
に
16
回
も
起
き
て
い
ま
す

が
、
保
管
方
法
に
つ
い
て
の
規

制
は
無
い
に
等
し
い
状
況
で

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
議
会
に
、

「
政
府
に
法
整
備
を
求
め
る
意

見
書
案
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
他
の
会
派

か
ら
、「
基
本
的
に
は
賛
成
な

の
で
、
も
う
少
し
手
を
加
え
て

ま
と
め
ら
れ
な
い
か
」
と
の
意

見
が
あ
り
、「
継
続
審
査
」に
し
、

９
月
議
会
で
提
出
で
き
る
よ
う

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　夏は高温になる駐輪場の整理員ボック

ス。エアコン設置を日本共産党市議団は

求めてきました。今年、7 月中旬までに

全てのボックスにエアコンが付きました。

　

産
後
ケ
ア
事
業
は
、
母
子
保

健
医
療
対
策
総
合
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
2
0
1
4
年
度
よ

り
事
業
開
始
と
な
り
、
市
町
村

と
国
が
2
分
の
1
ず
つ
経
費
を

負
担
す
る
事
業
で
す
。

　

家
族
等
か
ら
家
事
・
育
児
な

ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
褥

婦
（
じ
ょ
く
ふ
）
や
産
婦
と
、

そ
の
新
生
児
及
び
乳
児
が
対
象

で
、
授
乳
や
沐
浴
指
導
等
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
千
葉
県
内
で
も

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
自
治
体

が
増
え
て
お
り
、
「
産
後
の
不

安
を
す
ぐ
に
相
談
で
き
、
応
え

て
も
ら
え
る
」
と
利
用
者
に
は

好
評
で
す
。

　

「
船
橋
で
も
産
後
ケ
ア
事
業

防
災
対
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

第２回定例会　陳情等に対する各会派の態度 共産
（８人）

公明
（10人）

清風
（６人）

新成
（６人）

自民
（５人）

市政
（５人）

市民
（４人）

民進
（３人）

研政
（３人） 結果

陳
情

教育予算拡充の意見書提出に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

公立の全小中学校への特別支援教育支援員の配
置に関する陳情 ○ × × × × × ○ × × 不採択

共
産
党
提
案
の
意
見
書

タックスヘイブンを利用した税逃れへの対策を
求める意見書 ○ × × × × × ○ ○ × 否決

川内原発の稼働停止、伊方原発の再稼働中止を
求める意見書 ○ × × × × × ○ × × 否決

保育所待機児童の解消を求める意見書 ○ × × × × × ○ × × 否決

消費税増税中止の判断を早急に行うことを求め
る意見書 ○ × × × × × ○ × × 否決

熊本地震被災地支援の抜本的強化を求める意見書 ○ × × × × × ○ ○ × 否決

TPP 協定承認案と関連法案の撤回を求める意見書 ○ × × × × × ○ × × 否決

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
を

　

特
に
住
宅
密
集
地
で
の
火
災

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
空
き
家

に
な
っ
て
い
る
場
所
を
利
用
し

て
の
防
災
空
地
確
保
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
市
は
「
い
ろ
い
ろ

取
り
組
ん
で
い
る
市
も
あ
り
、

研
究
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
隔
自
治
体
と
災
害

時
の
支
援
協
定
を
結
び
、
災
害

時
に
自
治
体
の
機
能
を
確
保
す

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
住
宅

内
の
家
具
転
倒
防
止
促
進
の
助

成
制
度
創
設
も
求
め
ま
し
た
。

　

支
援
協
定
は
「
中
核
市
の
協

定
や
県
に
よ
る
調
整
に
よ
っ
て

支
援
を
受
け
る
」
、
家
具
転
倒

防
止
に
つ
い
て
は
「
自
主
防
災

組
織
の
補
助
金
を
周
知
し
て
促

進
を
図
る
」
と
従
来
通
り
の
「
や

る
気
の
な
さ
」
で
す
。
改
善
を

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
」
と
質

し
た
と
こ
ろ
、
市
は
「
現
在
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
今

後
は
母
親
た
ち
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
産
科
医

療
機
関
等
へ
聞
き
取
り
を
実
施

す
る
な
ど
、
船
橋
市
の
現
状
に

合
っ
た
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

船
橋
市
で
も
2
0
1
1
年
～

12
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
再

開
を
、
議
会
で
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
「
景
気
は
緩
や
か
な

回
復
基
調
だ
と
い
う
の
が
国
の

判
断
」
で
あ
り
、「
（
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
は
）
緊
急
経
済

対
策
な
の
で
現
時
点
で
実
施
す

る
考
え
は
な
い
」
と
拒
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
消
費
税
増
税
の

先
送
り
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

政
府
も
不
況
を
認
め
ざ
る
を
得

な
い
状
態
で
す
。

　

京
都
大
学
研
究
者
グ
ル
ー
プ

の
試
算
で
は
経
済
波
及
効
果
が

約
24
倍
に
も
な
る
制
度
で
あ
り
、

「
古
く
な
っ
た
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
い
」
と
い
う
高
齢
者
も
多

く
福
祉
の
面
か
ら
も
再
開
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
実
現
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

高
い
経
済
波
及
効
果

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
再
開
を

に
市
か
ら
の
補
助
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

改
修
工
事
へ
の
補
助
を
検
討

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
な
ど
、
実
施
部
分
を
限
っ

て
対
応
を
検
討
す
る
と
答
え
ま

し
た
。

つ
い
に
実
現


